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  学級会は，司会グループの子ども達が進めていきます。 

 

  司会グループ   司 会・・・話合いの内容を整理しながら進める。 

              副 司 会・・・挙手している児童を，公平に指名する。 

              ノート書記・・・話合いの経過の要点を記録する。 

              黒板書記・・・話合いの内容の要点が分かるように，記号やチョークなど 

で，分かりやすく板書する。 

 

 最初は，先生が色々な役割をして，進めていくといいです。

そうすることで，それぞれの役割がどんな風にすればいいの

か子ども達が分かります。少しずつ，役割を子ども達に任せて

いけばいいのです。 

 

 提案理由を大切に！！ 

 

 子ども達から出てきた議題を（提案）を価値づけし，結び付けて考えさせるのが提案理由

です。話合いの方向性や意味がブレないために，提案理由はとても大切なものとなります。 

 

 

 

集団としての意見をまとめる話合いでは，多くの賛同が得ら

れた意見に決定していくのは自然なことです。しかし，安易な決

定にならないためにも，次の点に留意することが大切です。 

 

１ しっかり比べ合って，みんなで共通理解できているか。 

２ 提案理由に合致した内容になっているか。 

３ 少数意見が生かされているか。 

 

 

 

１ それぞれの意見を合わせる。 ・・・統合案 

２ いくつかの意見のよいところを取り入れ，新しい考えをつくる。 ・・・発展案 

３ それぞれを縮小して全部行う。 ・・・並立案 

４ 優先順位をつけて，実践していく。 ・・・順番案 



 

 

 

 

 

 

〼なんでもビンゴ  【みんなの考えを知ろう】 

用意するもの・・・ビンゴカード 9マス 

 

１  ビンゴのお題を伝え，カードに書き込む。 

   お題例 

    ・学校生活での思い出 

    ・先生の好きな食べ物 

    ・こんなクラスになったらいいな 

    ・行ってみたい国            など 

   ＊お題によっては，クラスのみんなで候補になるものを出し合い，それを参  

考にビンゴカードに書き込む。 

        ２  順番にマスに書いた話題を話す。 

          ＊そのわけやエピソードも話すようする。 

        ３  同じ話題をマスに書いていた児童は，色をぬる。 

        ４  タテかヨコかナナメがそろったら『ビンゴ！』と言う。 

 

 

 

〼ほんものは，だれだ！！  【友だちのことを知ろう】 

    用意するもの・・・アンケート 

【得意なこと，私のヒミツ，最近大笑いしたこと，ズッコケたこと  

などを書いてもらう】 

 

    １ ゲームマスターは，アンケートを読み，面白いエピソ―ドやみんなに知ってほし

いことを選ぶ。 

    ２ ゲームマスターは，エピソードを書いたほんもの

さんと，にせものさん（3，4 人）を選び，前に出て

もらう。 

    ３ ゲームマスターは，エピソードを読み，ほんもの

さんをみんなに当ててもらうことを伝え，質問

をしてもらう。 

      にせものさんは，でたらめなことを言ってもよ

い。 

    ４ いくつかの質問の後，だれがほんものさんと思うか聞く。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


